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中等教育のカリキュラム・イノベーションを支える	 	 	 	 	 	 	 	
プロセス・コンサルテーションの実践 

OECD ISN 福井クラスターの初期マネジメントの省察  

 

木村	優	

1. はじめに 

	 2015 年 3 月半ば、私の元に一通のメールが届いた。

それは東京大学・秋田喜代美教授からの連絡で、中に

はある依頼が書かれていた。しかし、私はメールの件

名を見ても、文章を読んでも、依頼内容をすぐには理

解できなかった。要点をなんとか掴んでみると、どう

やら「福井県と福井大学教職大学院の力を借りたい」

ということと、「4月半ばになにがしかの発足会がある

ので東京大学まで来てくれ」ということだった。 

	 この「なにがしかの発足会」が OECD 日本イノベー

ション教育ネットワーク（ Japan Innovative School 

Network supported by OECD: 以下 OECD ISNと表記）

の発足記念シンポジウムであった。OECD ISN の詳細

については後述するが、その後、福井県教育委員会、

福井県立高校、福井大学教職大学院は相互の協働連携

により OECD ISN研究プロジェクトに参画していく。

そして私は、OECD ISNの「ローカル・リサーチャー」

ならびに福井クラスターの「統括責任者」として研究

プロジェクトのマネジメントを担っていくことになる。 

	 本稿ではまず、OECD ISN とその研究プロジェクト

の概要を示した上で、同研究プロジェクトを福井で推

進していくために 2015年 3月半ばから約 2年間で私が

行ってきた初期マネジメントと学校支援の実践をプロ

セス・コンサルテーション（Schein, 1999）の考え方に

基づき省察する。プロセス・コンサルテーションとは、

クライアントを支援するコンサルタントの行為と思考

を考えるための枠組みである。シャインは次のように

述べている。 

 

プロセス・コンサルテーションとは、クライアント

との関係を築くことである。それによって、クライ

アントは自身の内部や外部環境において生じている

出来事のプロセスに気づき、理解し、それに従った

行動ができるようになる。その結果、クライアント

が定義した状況が改善される（Schein, 1999）。 

 

	 つまり、私自身のマネジメントと学校支援の歩みを

「関係形成」に基づくプロセス・コンサルテーションの

考え方に基づきながら省察することで、いかにして OECD 

ISN福井クラスターという組織が立ち上がり発展し、当事

者間の「関わり」によって学校での挑戦的な実践が発芽し

たり、成熟したり、危機を乗り越えたりしたのか、そのプ

ロセスを丁寧に追うことができ、さらに OECD ISNの研

究課題でもある中等教育のカリキュラム・イノベーシ

ョンを支えるという独自の実践の原則を検討すること

が可能となる。そして、以上の省察、分析、検討によ

り、いかにして中等教育のカリキュラム・イノベーシ

ョンを図っていくのか、そして、そこで生徒が培うコ

ンピテンシーをいかに把握し、解釈できるのか、これ

らの論点に対する解も本稿で示唆していく。 

2. OECD ISNの概要 

2-(1)OECD	ISN の起源と Education	2030 プロジェクト	
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	 OECD ISNは、2011年の東日本大震災後に発足した

OECD 東北スクールの後継事業とした築き上げられた

コンソーシアムである。OECD 東北スクールは震災後

の「教育振興による地域復興」を地域に暮らす生徒た

ち自身と地元企業や NPO との協働連携により展開す

るプロジェクトであった。OECD 東北スクールは具体

的に、2012 年 3 月から 2014 年 9 月までの約 2 年半の

間で高校生を中心とした生徒 80名程が集まる「集中ス

クール」と呼ばれるプロジェクト学習会・研究会・ワ

ークショップ等をのべ 5 回実施し、地域毎で学習会を

行う「地域スクール」とプロジェクト学習の「テーマ

別班活動」もベースにして、2014年に「パリで東北の

魅力を伝えるイベントを開催する」という震災復興の

ミッションに挑戦してきた（三浦・七島・村重, 2015）。

この OECD 東北スクールの挑戦と成果が、OECD ISN

の起源となっている。 

	 OECD ISNが OECD東北スクールと異なるのは、そ

のミッションが「震災復興」ではなく、OECD の 

Education 2030 と呼ばれる研究プロジェクトに呼応し

ていることである。OECD Education 2030 の主目的は

「DeSeCo キー・コンピテンシーの見直し」であり

（OECD, 2016; 田熊, 2016）、この主目的に従って研究

プロジェクト・フェイズ１（2015年〜2018年）として

「コンピテンシーの再検討」と「先進的で革新的な学

校カリキュラムの発見・開発」の 2 点を検討課題に設

定している。なお、フェイズ 2（2018年以降）では「学

びのあり方」や「コンピテンシーの評価」、そして「教

師のコンピテンシー開発とその方法」等が課題として

設定されている。この 2 つフェイズを通して、OECD

はさらに PISA や TALIS の調査結果に基づきながら

PISA 調査自体の改編や教員研修の見直し案を検討し

ていく。 

2-(2)OECD	ISN の組織と実践と研究	

	 OECD ISNは上記 Education 2030の課題群に対して、

企業や NPO、OECD JAPANや文部科学省と連携しなが

ら、複数地域で実践ベースの研究を行う組織体制を確

立している。図 1 に示したように、OECD ISN は福井

を含めて 6つのコア・クラスターで構成され、各コア・

クラスターで「地方創生イノベーションスクール」と

いうプロジェクト名称でもって「国際協働型プロジェ

クト学習」を実践していく。プロジェクト学習のテー

マは各コア・クラスターで設定され、さらに海外学校

や生徒との国際協働連携が行われる。これらの取組は、

長期の探究学習であるプロジェクト学習に新しいコン

ピテンシーの枠組み発見可能性と新しい学校カリキュ

ラムのあり方の検討可能性を含むため、また、海外と

の連携が OECDで検討しているグローバル・コンピテ

ンシーの検証や再構築に寄与すると考えられているた

めに実践されている。 

 
図１	 OECD	ISN の組織体制	

Note. Innovation Schools 2030（OECD ISNパンフレット, 2017）より 
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	 各コア・クラスターにはそれぞれの地域に立脚する

ローカル・リサーチャーが配置され、ローカル・リサ

ーチャーは実践支援や研究推進の役割を担う。OECD 

ISN 自体には「ボード・メンバー」と呼ばれるマネジ

メント・チームがあり、さらに OECD本部の関係者が

アドバイザーとして複数人、参画している。

	 また OECD ISNでは、各コア・クラスターの代表者

（生徒・教師・研究者等）とボード・メンバーが一堂

に会する研究会を年数回実施し、そこで実践の交流や

検証、プロジェクトの計画の策定や見直し、実践成果

や研究成果の生成方法の検討等が行われる。さらにイ

ンターネットを用いたWeb会議も頻繁に開かれ、例え

ば 2017年 8月に開催される「生徒国際イノベーション

フォーラム 2017」に向けた打ち合わせも行われている。

以上の組織体制に基づき、OECD ISN の実践と研究の

プロジェクトが各地で推進されている。

	 それでは、福井県ではこの OECD ISNの枠組みに基

づいていかなる実践研究がこれまで行われて来たのだ

ろうか。次に、OECD ISN 福井クラスターの実践研究

のプロセスを私の経験事例に基づき紹介しながら、そ

の省察により中等教育のカリキュラム・イノベーショ

ンを支えるためのプロセス・コンサルテーションの実

践を分析、検討していく。

3. OECD ISN福井クラスターの「夜明け前」におけ
る実践研究とプロセス・コンサルテーション

3-(1)理解と期待：OECD	ISN の依頼と課題	

	 2015年 4月 14日（火）、私は東京大学本郷キャンパ

ス伊藤謝恩ホールで開催された「OECD イノベーショ

ン教育ネットワーク（仮称）発足記念シンポジウム」

に出席し、すぐにその規模とミッションの大きさに驚

かされた。OECD ISN チェアマンとなる鈴木寛氏をは

じめとして、OECD パリ本部の関係者たち、文部科学

省の行政官たち、のちのコア・クラスターの教師たち

と高校生たち、研究者たち、そして企業で働く人々等、

総勢 500 名程の出席者で会場が埋め尽くされていた。

そして、OECD ISNが OECD東北スクールの後継事業

であり、DeSeCoキー・コンピテンシーの見直しを含め

た一大プロジェクトであると説明された。さらに、東

北や和歌山の高校生たちが自ら行ってきた学習と国際

交流の経験を語り、私はそれを聴くことでようやく秋

田教授の依頼を理解した。「どうやら、このコンソーシ

アムに福井の学校も入って、実践と研究を進めてほし

いのだ」と。

	 当シンポジウム後、実際に OECD ISNに参画するメ

ンバーの顔合わせを行うリサーチ会議も開かれ、私も

その場に招かれた。その際、福井県教育庁学校教育政

策課（以下、学校教育政策課）の島田芳秀主任も同席

しており、一緒に話を聴くことができた。このリサー

チ会議で、秋田教授が OECD ISN研究統括責任者であ

ることも分かり、秋田教授から依頼内容の詳細を直接

お話いただいた。当時の確認点は主に以下 3点である。 

・	 福井県の OECD ISNプロジェクトへのクラスタ

ーとしての参加をお願いしたい。助力を願う。

・	 OECD ISNのクラスターを福井県教育委員会だ

けで運営するのは大変なので、福井大学教職大

学院の支援を求めたい。

・	 福井県の学校の実践に期待している。

	 さらに秋田教授のお話から、学校内カリキュラムで

実践研究を行うクラスターが存在しない（当時）、とい

う課題が確認できた。この点に関しては、コア・クラ

スターの組織体制と実践体制の綿密なデザインが第一

の鍵であり、OECD ISN プロジェクト自体のリ・デザ

インが第二の鍵と推測された。

	 このように、私は話をうかがいながら、福井県内の

学校への支援と OECD ISN自体への支援という二重の

支援の必要性を認識していた。特に、私が「第二の鍵」

として OECD ISNの研究プロジェクトに内在する課題

や問題を分析していたのは、福井県の実践を支援しう

る有効性ある組織体制と実践研究の推進体制を構築す

る上で、OECD ISN の組織変革や思想の転換や成長が

不可欠であると認識したためである。例えば、Doタン

クと Thinkタンクを分別してしまう実践-研究の乖離体

制は、いくら「支援」という言葉を使ったとしても、

研究から実践への上意下達の適用モードを引き起こす

危険性を多分に孕んでおり、この適用モードが先鋭化

してしまうと実践からの不信を生み出すことになりか

ねない（Schön, 1983）。その結果、OECD ISN研究プロ

ジェクトに対して「学校内カリキュラム」に基づいて

実践研究を推進することは不可能になる。

	 また、上記の推論の展開から、私が依頼承諾を前提

に話をうかがっていたこともわかるだろう。これは、

依頼者に対して常に力になろうとせよというプロセ

ス・コンサルテーションの原則 1 が私に働いていたこ
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との証左である（Schein, 1999）。なお、私が依頼を引き

受けようと決心した理由は以下 4 点による。第 1 に、

本リサーチ会議に同席していた学校教育政策課・島田

主任との会話から福井県の OECD ISN参加可能性がう

かがえたため、第 2 に、本プロジェクトが福井大学教

職大学院の教師教育改革グロバリゼーションという重

要ミッションに連関する可能性を有すると考えられた

ため、第 3 に、OECD ISN のミッションとビジョンに

私自身が共感し、福井県そして日本全国の中等教育の

イノベーションに結びつくと予期したため、そして第

4に、OECD ISNの活動を私がまず「面白そうだ」と感

じ、期待したためである 1。 

	 その後、OECD ISN 福井クラスターが立ち上がって

いくことになるのだが、上記の様に最初に抱いた甘い

期待とは裏腹に、OECD ISN 福井クラスターの発足に

至るプロセスの中で私は数多くの困難に出くわすこと

になる。この困難の原因は後になってわかることだが、

主には、（1）OECD	ISN プロジェクトには多様なメンバ

ーの多様な「思惑」が入り混じるため、（2）依頼を求

めたクライアントと実際に支援するクライアントが初

期で異なるため、の 2 点である。特に、（2）が引き起

こす問題を乗り越えることが、私のプロセス・コンサ

ルテーションにとって大きな挑戦であり、特色にもな

っている。 

3-(2)奔走と交渉：OECD	ISN 福井クラスター夜明け前	

3-(2)-1	 福井クラスターの基本方針の策定	

	 2015年 6月 13日（土）、再び東京大学を会場として

OECD ISN「キックオフ会議」が開かれ、そこでコア・

クラスターとしてすでに活動を開始していた東北・広

島・和歌山・高専の各クラスターの実践をお聴きした。

また、この会議には学校教育政策課・島田主任も再度

参加しており、ここから OECD ISN福井クラスターの

本格的な立ち上げに向けて私たちは動きだすことにな

った。 

	 7 月に入り、島田主任と私は二度にわたって福井県

教育庁にて「OECD ISN 勉強会」を開き、福井クラス

ター立ち上げに向けて話し合い、以下の方針を決定し

ていった。 

 

・	 事務局を福井大学教職大学院、共同事務局を

福井県教育委員会として、各々のリソースに

基づいて福井クラスターを運営する。 

・	 福井クラスターは、福井県立高校における学

校内カリキュラムとして実践研究プロジェク

トを推進する。 

・	 研究プロジェクトの波及効果として、高校教

育と教員研修のイノベーションを企図する。 

・	 プロジェクトに関わる資金調達とその方法を

事務局と共同事務局の双方で勘案する。 

 

	 以上の方針に基づき、福井県教育委員会では OECD 

ISN プロジェクトを実施する県内高校の選定、福井大

学教職大学院では同プロジェクトを推進するための組

織体制の確立につとめた。私自身は事務局創設のため

に、福井大学教職大学院内で事業説明を行い、2015年

8月には事業推進の承諾を得るに至った。 

	 また、8 月半ばには福島県の猪苗代で開かれた「東

北クラスターの夏期スクール兼 ISN第 1回教員研修」

に、当時、福井県東京事務所に派遣されていた山本泰

弘主任兼指導主事とともに参加した。ここでは、東北

クラスターが OECD東北スクールの経験に基づき実施

している「スクール」を体感させていただき、参加生

徒たちとも一緒に学習して彼ら／彼女らの熱意に触れ

ることができた。「ISN 第 1 回教員研修」では、OECD

からの各種情報提供、ISN 事務局からのコンピテンシ

ー分析方法・プロジェクト学習カリキュラムの検討方

法が提示され、そこで他クラスターのメンバーとも交

流することができた。ただし、この研修にはいささか

唐突なコーディネーター研修とコア・クラスター以外

の方々からの実践報告が組み込まれていた。これらは、

コア・クラスターを運営するメンバーに対するまさに

「研修」という位置づけだったのだろうが、ややもす

ると上意下達的であり十分な説明を欠いており、この

ような「研修」がデザインされていることに対して私

は OECD ISNというコミュニティの組織と運営に対す

る「危惧」を感じた。多様なメンバーの参加を促すコ

ミュニティでは、参加するすべてのメンバーの平等性

と協働性を岩盤として実践を運営する必要があるだろ

う。このことは、私のプロセス・コンサルテーション

の一つの原則でもある。 

3-(2)-2	 シンガポールとの国際協働連携の交渉	

	 この頃同時に、私は OECD ISN研究プロジェクトに

含まれる国際協働連携を実際化するために、シンガポ

ール・NIE（National Institute of Education：国立教育研

究所）のクリスチャン・リー氏との相談を進めていた。

ここでは当時、フィリピンから福井大学教職大学院へ
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の留学準備を進めていたマグラブナン・ポリーンさん

の協力を仰ぎ、ポリーンさんの主導のもとでシンガポ

ールとの連携を進めていくことができた。ポリーンさ

んはシンガポールやインドネシアをはじめとした東南

アジアの学校・教師との豊かなネットワークを有して

おり、加えて彼女のバイタリティの高さから、積極的

に OECD ISN福井クラスターの国際協働連携に関与し

てくれた（マグラブナン, 2017）。国際協働連携を推進

する OECD ISNにおいて、国と国、地域と地域を結ぶ

コーディネーターの存在が不可欠である。さらに、そ

のコーディネーターがポリーンさんのように教育に明

るく、且つ、OECD ISN の活動に専心できることが必

要である。 

	 なお、ポリーンさんは引き続き福井クラスター校と

海外学校を結ぶコーディネーターとして現在も活躍し

ている。さらに 2016 年より、アメリカからエリザベ

ス・ハートマン氏を福井大学教職大学院の講師として

招き，エリザベスさんにはポリーンさんとともに福井

クラスターの国際担当を担ってもらっている。また、

後日、福井クラスター校に決まった 4 校それぞれのカ

リキュラムの特色や参加目的に沿って福井大学教職大

学院スタッフ複数名を学校担当にあて、それぞれが各

校のニーズに応じられるコーディネーターとしての役

割を担えるように組織を形成していった。このように、

学校の事情や職務の特色に応じたコーディネーターチ

ームを打ち立て実践の躍動と連動を支えることが、私

のプロセス・コンサルテーションのさらなる原則と言

える。 

	 ポリーンさんのコーディネートのおかげで、福井大

学教職大学院スタッフチームが 9 月にシンガポール・

NIEを訪問し、リー氏をはじめとした NIE・ISN研究チ

ームと今後の連携について話し合うことができた。ま

た、この訪問時に福井県の学校と連携可能性が浮上し

たテマセック・ジュニア・カレッジ（Temasek Junior 

College、以下 TJCと表記）を訪問することができ、学

校見学後に具体的な連携交渉に臨むことになった。私

は検討中の福井クラスターの概要と使命について TJC

の先生方に説明し、TJC と福井県の学校との国際協働

連携を依頼した。私にとっては不慣れな英語での対話、

しかも連携交渉という困難な状況だったのだが、NIE

のリー氏が私たちの間に入ってくださり、TJC の校長

先生に OECD ISNのミッションの重大さと福井県の学

校における教育の質の高さを親身に説明してくださっ

た。おかげで、国際協働連携の交渉をまとめることが

できた。 

3-(2)-3	福井クラスター参加高校の決定	

	 日本に帰国すると、学校教育政策課・島田主任から

OECD ISN福井クラスター校の決定連絡をいただいた。

福井クラスターは、福井県立羽水高校、福井県立若狭

高校、福井県立敦賀高校の 3 校に決まり、さらに、福

井県教育研究所（現・福井県教育総合研究所）の支援

参画も決まった。あわせて島田主任から、探究学習と

プロジェクト学習の実践と研究を蓄積してきた福井大

学教育学部附属中学校（現・福井大学教育学部附属義

務教育学校後期課程、以下では附属中学校と表記）の

参加要請もいただいた。各学校に OECD ISNの説明を

始めることで、いよいよ福井クラスター立ち上げに向

けて本格始動となった。 

(3)困難と思惑：OECD	ISN 福井クラスターの立ち上げ	

3-(3)-1	 学校まわりで出くわした二つの困難	

	 2015 年 10 月に入り、私は島田主任とともに県立高

校 3 校へ OECD ISN の説明にまわることになった。3

高校それぞれにカリキュラムの特徴があり、さらに教

育委員会の選定理由の「思惑」とともに各校が OECD 

ISN 福井クラスター校に参加することになった事情が

ある。表 1 は 2015 年 10 月当時に私が捉えていた各学

校の参加理由（選定理由）である。 

 

表１	 3 高校の福井クラスター参加目的（指定理由）	

羽水高校	 学校の特徴となる新しいカリキュラム開発 

若狭高校	
SSH 事業と連動した探究学習の発展とカリ

キュラム評価方法の開発 

敦賀高校	
SGH アソシエイト校としての新しいカリキ

ュラム開発 

 

	 このように、OECD ISN 福井クラスターとして、プ

ロジェクト学習を中心にしたカリキュラムの革新や生

徒のコンピテンシー涵養を図っていくのだが、実際に

は各学校によって状況や文脈がまったく異なっている。

羽水高校はプロジェクト学習を実践するのは初めての

ことであり、カリキュラム開発の過程で先生方には多

くの検討事項が立ちはだかり、それを乗り越えていく

ための多くの試みが予見された。若狭高校は SSH事業

を基盤にしながら、伝統的に探究学習とプロジェクト

学習を実践してきており、そのための知見と仕組みの

進化を目指していた。敦賀高校は SGHアソシエイト校

として、SGHに適合した実質的な新しいカリキュラム
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開発が急務であった。 

	 私と島田主任は、OECD ISN の枠組みを各学校が活

用し、それぞれのカリキュラム開発や実践研究に役立

てて欲しいと願っていた。つまり、OECD のためでも

なく、ISN のためでもなく、大学院のためでもなく、

学校のための、教師たちのための、生徒たちのための

OECD ISN 福井クラスターの実践と研究を企図してい

たのである。しかしこの思いとは裏腹に、学校訪問を

進める中でいくつかの困難に私たちは出くわすことに

なる。 

	 困難の一つは、OECD ISN の目的と福井クラスター

のビジョンを説明するには、まだ私たち自身にとって

OECD ISN 研究プロジェクトへの理解が不十分だった

ことである。「この活動が高校教育のイノベーションに

つながる」や「OECD とのパイプによって実践を世界

に発信できる」と言っても、それが具体的に高校生た

ちにとっていかなる価値があるのか、活動予算をどこ

から捻出するのか、SSHや SGHと何が異なるのか、あ

らゆる疑問を先生方に生み出してしまうことになった。

先生方の質問にその都度、回答してきたのだが、質問

のいくつかは何度も OECD ISN本事務局に問い合わせ

てからの回答を余儀なくされた。 

	 また、上記の理解不足が誘因となってもう一つの困

難が生じた。それは、「研究プロジェクト」という言葉

が先生方に連想させてしまうネガティブな印象と、そ

のネガティブな印象が喚起してしまうネガティブな情

動的反応が引き起こす困難である 2。OECD ISNの実践

と研究の概要について説明する際、私たちは時折、こ

のネガティブな印象の現出と情動的反応を感覚し、特

に情動的反応が政治的な力関係の存在を示唆し、糾弾

するような気配さえも滲ませるときもあった。OECD 

ISN 福井クラスターの立ち上げに対する私たちの「思

惑」は福井県の学校・先生方・生徒たちの実践と学び

への「支援」であるのだが、この「思惑」が「研究プ

ロジェクト」という言葉の存在により逆説化される恐

れがあったのである。このような状況下で私たちは、

詳細な説明を行い、質問に対しては真摯に応答し、さ

らに慎重に言葉を選ぶ等、思慮深い対応が迫られるこ

とになった。 

	 OECD ISN の中にも、福井クラスターの中にも、各

学校の中にも、多様な「思惑」が存在している。この

多様な「思惑」をどれだけ理解し、それぞれの「思惑」

の方向定位をいかに成し遂げるのかが、OECD ISN に

参加する上でも福井クラスターをマネジメントする上

でも避けて通れない、不可欠な活動である。つまり、

私のプロセス・コンサルテーションのもう一つの原則

が、多様な「思惑」への理解と方向定位を提案する「思

いのマネジメント」を行うことと言える。 

	 「思いのマネジメント」とは、知識創造経営を目指

す新たなマネジメントの理論的枠組みであり、「目標

成果型」から「知識創造型」へのマネジメントの転換

アプローチを指す（一条・徳岡・野中, 2010）。思いの

マネジメントでは、働き手である個々人の「思い（信

念）」を把握し、その「思い」を核として個人の仕事

を自己実現につなげることで知識創造価値の創発を目

指す。そこでは、個々人の「思い（信念）」を理解し

た上で、個々人の「思い（信念）」を組織のビジョン

にいかにしてすり寄せていくのかがマネジメントとな

る。「上から与えられた成果目標を目指して、ただ単

調に業務をこなしていくようでは、組織に使われてし

まう。WHATを見出すためには、やはり『自分が何を

したいのか』、『何をすべきなのか』、『何が正しい

と思うのか』といった『主観』こそが大切。真のリー

ダーは信念を持って事に当たるが、その背後にあって

リーダーを突き動かすのは、論理分析的につくられた

資料ではない。また組織や集団も論理分析や理屈だけ

では動かない」（玉木,	2014）のである。 

	 OECD ISN が多様な「思惑」を孕むからこそ、福井

クラスターにおいても、この「思いのマネジメント」

を欠かすことはできない。もしも私たちが「思いのマ

ネジメント」を怠ってしまったら、OECD ISN、あるい

は福井クラスターが、目標成果を至上命題として短期

集中の訓練をメンバーに課す「パフォーマンス-トレー

ニングのセクト」（Hargreaves, 2003）の罠に陥ってしま

うことだろう。そこでは派手な成果が出されるかもし

れないが、その成果が長続きすることは決してない。 

3-(3)-2	 「協働体」へ	

	 さて、「研究プロジェクト」という言葉が引き起こす

ネガティブな印象と情動的反応の存在を感じた瞬間の

会議室に漂う緊張の度合いは極めて高かったように記

憶している。私はこういった時、学校や先生方への過

去の調査研究や大学の高校への関与が先生方に負担を

強いてきたと推測し、その印象や反応を真摯に受け止

めた。そして、福井クラスターが学校と先生方と生徒

たちの実践と学びへの「支援」のために「協働体」と

しての組織を構築していくことを繰り返し説明し表明

した。学校や先生方や生徒たちが非日常の実践や学習

を一過性の「研究プロジェクト」としてイベント的に
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無理やり実施しても、OECD ISN の枠組みはうまく機

能しないし活用できないはずである。福井クラスター

の各学校は、生徒たちにとって意味ある真性の学びを

学校カリキュラムの中で実現していく。この新しい挑

戦に臨む学校と先生方が私のプロセス・コンサルテー

ションにとって中核となるクライアントなのである。 

	 この困難の経験は同時に、OECD ISN 自体へのさら

なる支援の必要性を私に予見させていた。OECD ISN

にとっても、「研究プロジェクト」に関与する学校と先

生方と生徒たちはみな「協力者」であり「同僚」であ

り、ともにこれからの教育や社会のあり方を考えてい

く「仲間」である。この仲間と学び合い、創造し合う

「協働体」としての組織をいかにしてつくっていくの

かが OECD ISNの課題と私は考えていた。学校と先生

方と生徒たちが実践しやすい、学びやすい環境を

OECD ISNに整える必要がある。そのための OECD ISN

との交渉はこの後も継続していくことになる。 

	 福井クラスターの各学校ではその後、OECD ISN の

枠組みを活用したプロジェクト学習の実践計画の立案

と組織体制の整備を進めていった。なお、附属中学校

については、OECD ISN 福井クラスターへの参加依頼

について附属学園長を通じて行なったのだが、学校長

よりの賛同を得られないまま無回答のまま時間だけが

過ぎていった。この袋小路状況もまた、関係する個々

人の「思惑」との葛藤であり、一朝一夕に突破できる

ような状況ではなかったと言える 3。 

3-(4)省察と加速：実践省察レポートという方法	

3-(4)-1	 研究方法のレビュー	

	 季節が秋から冬に移り変わろうとする中、私は福井

クラスター立ち上げに向けて粛々と準備を進めている

と、OECD ISN事務局から一報が入った。2015年 12月

9 日に OECD 本部から「エキスパート・メンバー（研

究者をはじめとした OECDのアドバイザーたち）」を招

き、「第 2 回教員研修」を“Research Review Meeting”

として開催するため、福井クラスターの研究経過を報

告せよ、との依頼であった。OECD ISN 福井クラスタ

ーはまだ組織づくり段階での依頼であり、私は少し躊

躇したのだが、福井クラスター校の先生方に対して「陰

に陽に」お伝えしていた実践研究の方法をエキスパー

ト・メンバーに示し、彼ら／彼女らから意見をもらっ

て方法の検証をする良い機会と捉えた。そこで、本研

修では、OECD ISN 福井クラスターの組織体制の紹介

とともに、福井クラスターでは、Education2030フェイ

ズ 1 の研究課題：コンピテンシー再検討とカリキュラ

ムの発見・開発、フェイズ 2 の研究課題：学びのあり

方、コンピテンシーの評価、教師のコンピテンシー開

発・方法、の両者にアプローチする「実践省察レポー

ト」という方法を提案することにした。 

	 「実践省察レポート」は Schön（1983）の「記述

（description）」の概念に基づく専門職と学習者の省察

的実践を支える方法である。具体的には、省察的実践

者が自らの長期にわたる実践を記述し続け、省察を重

層化させながら実践と実践や実践と理論の「二重のル

ープの学習（double loop learning）」を行い、実践、理

論、学習の検証を行っていく。そうすることで、実践、

理論、学習は絶えず公的に検証され、実践の効果は長

期的に増大し、理論は整合性を保ち、学習は常に広が

り深まっていく。つまり、「実践省察レポート」を書き、

分析することによって、実践者と学習者の成長過程、

カリキュラムの編成過程、学校の発展過程を捉え、コ

ンピテンシー再検討とカリキュラムの発見・開発を同

時に行い、さらに学びのあり方、評価方法、教員研修

の革新に寄与する知見を導出する中で、実践者と学習

者と組織、それぞれの発展を「実践省察レポート」に

よって推進することを企図したのである。 

	 さらに、福井クラスターではこの「実践省察レポー

ト」をすべての関係者が書き，公的な場で報告し検証

することにした。そうすることで、実践者である教師、

学習者である生徒、支援者である研究者や行政官、当

事者すべての省察が促され、各自の実践や学習や支援

の革新性が高まるとともに、公共の場での実践／学習

／支援の検証、さらには実践研究の成果物としての蓄

積／拡張／発信が可能になる。 

	 “Research Review Meeting”には、福井県東京事務所・

山本主任兼指導主事、若狭高校・渡邉教諭とともに参

加し、私から OECD ISN福井クラスターの組織体制と

実践の概要、そして「実践省察レポート」の方法論に

ついての報告を行った。その結果、OECD のエキスパ

ート・メンバーより、（1）福井クラスターが Education 

2030 プロジェクトにある革新的なカリキュラムの発

見・開発という研究課題にしっかりと呼応して、学校

内カリキュラムで実践研究を行う計画であること、（2）

中等教育におけるカリキュラム・イノベーションと生

徒のコンピテンシー涵養の挑戦を支える学校・教育委

員会・大学院による三位一体の組織体制を築いたこと、

の 2点について高評価を受けた。 

	 この高評価を受けたことで、OECD ISN 福井クラス

教師教育研究 第10巻

Department of Professional Development of Teachers / Graduate School of Education / University of Fukui   213



 
 

ターの組織と実践に私たちは大きな自信をもつことが

でき、福井に戻ってからの組織体制づくり、各学校と

の調整、研究方法の洗練が加速していくことになった。 

3-(4)-2	 加速する学校	

	 2016年の年明け 1月から、OECD ISN福井クラスタ

ーはその立ち上げに向けて一気に腰を上げていく。 

	 事務局の福井大学教職大学院は 1 月半ばにシンガポ

ール・NIE との Skype 会議を実施し、国際的な学校間

連携の具体的方法と「実践省察レポート」を含めた研

究方法の相互理解を図った。また、2 月半ばには福井

県教育研究所（当時）で「第１回担当者会議」を開き、

県立 3高校・福井県教育委員会・福井大学教職大学院・

福井県教育研究所の担当者 4者が集まり、2016年度の

福井クラスター始動に向けた情報共有と意見交換が行

われた。 

	 羽水高校では 4 月より入学する新・1 学年生徒全員

がプロジェクト学習に従事すること、校内でプロジェ

クト学習を運営・推進する ISN 事務局が校務分掌とし

て教務の下に置かれることが決まった。若狭高校では

OECD ISN本部から提案のあった“Think Green”とい

う環境・エネルギーに関するテーマと、“Skills Demand 

& Supply”というコンピテンシーに関するテーマを活

用し、理数探究科と国際探究科の 2 学年以降の課題研

究、普通科と海洋科学科の 1 学年から行う総合的な学

習の時間におけるプロジェクト学習を OECD ISN研究

プロジェクトと連動することが検討された。特に、若

狭高校では理数探究科の課題研究の学習過程で、シン

ガポール TJC との生徒間による共同研究を模索してく

ださった。敦賀高校では「敦高スタディ」として実施

していた環境・エネルギーのプロジェクト学習（総合

的な学習の時間）を OECD ISN提案テーマ“Think Green”

に連動させ、さらに福井県の交流事業として実施する

ドイツ・ヴィンゼン市との国際協働連携の準備を進め

ていた。 

	 特に、羽水高校についてはプロジェクト学習を総合

的な学習の時間の中で長期にわたって実施するのは初

めての試みであったことから、2016 年 1 月 27 日に同

校内で開かれた「第 3 回打ち合わせ」に私と松田通彦

客員教授と宮下哲准教授の 3 名で参加させていただき、

同校のプロジェクト学習の展開計画について相談にの

らせていただいた。この打ち合わせでは、羽水高校に

おけるプロジェクト学習の大まかなスケジュールが伝

えられ、学校の組織づくりや福井大学教職大学院との

連携方法・内容について協議した。 

	 そして、私からは羽水高校でプロジェクト学習を展

開するための参考として、富士市立高校で行われてい

る「究タイム」と呼ばれるプロジェクト学習のカリキ

ュラム・デザインと、その中心人物であった眺野大輔

氏を紹介させていただいた。富士市立高校の「究タイ

ム」は総合的な学習の時間の中で課題解決型学習を展

開しており（眺野, 2016）、羽水高校と同じく「ゼロか

ら」カリキュラムをつくってきたことから（眺野・廣

瀬, 2015）、羽水高校のカリキュラム・デザインの参考

になるのではないかと考えたのである。また、眺野氏

は当時、福井大学教職大院生であったことから、2 月

中に二度、来福予定があることも併せてお伝えした。

のちに羽水高校 ISN 事務局主任の川崎直樹教諭から、

羽水高校のプロジェクト学習のカリキュラム・デザイ

ンに富士市立高校の「究タイム」が「とても参考に」

なったこと、そして、眺野氏を学校に招き「色々なア

ドバイスをいただいた」とうかがうことができ、私の

関わりが羽水高校のプロジェクト学習のデザインに役

立ったようで嬉しく安心した。 

	 このような即応的な支援ができたのには、羽水高

校・川崎教諭より事前にいただいた「第 3 回打ち合わ

せ」依頼メール内に「プロジェクト学習のカリキュラ

ム・デザインの相談」が記載されていたことから、そ

の相談依頼を受けて、常に力になろうとせよというプ

ロセス・コンサルテーションの原則 1 が私に働いてい

たからこそであり、さらに、プロセス・コンサルテー

ションの原則 7 のタイミングが極めて重要であるとい

う診断モードを私が維持していたからこそである

（Schein, 1999）。学校や教師のニーズに応じながら、タ

イミングよく支援を行うためには、やはり常に力にな

ろうとする心構えと診断モードの継続が不可欠である。 

3-(4)-3	 加速する組織	

	 OECD ISN 福井クラスター各校の実践の検討が加速

する中、私は同年 2 月に開催される実践研究福井ラウ

ンドテーブル 2016 Spring Sessions を活用した OECD 

ISN 教員研修の共同開催を企図した。これは、福井大

学教職大学院が蓄積してきた教師教育・教員養成の知

見と経験に基づくことで、 

 

（1）OECD ISN福井クラスターの立ち上げを公に宣

言する。 

（2）OECD ISN福井クラスターに関わる当事者全員

を招き、一堂に会することで、クラスター内の

絆と結束を固める。 
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（3）OECD ISN福井クラスターとシンガポールとの

国際協働連携を本格実施する。 

（4）OECD ISN本部及び他クラスター関係者を招き、

強固なネットワークを構築する。 

（5）実践を語り合い、検証し合う同僚間の公的ネッ

トワーク内によるダブル・ループ・ラーニング

を実現する教員研修のイノベーションを提案

する。 

（6）生徒による学習過程の公表（ポスター発表）か

ら、コンピテンシー・ベースのカリキュラム・

マネジメントとイノベーションの意義を共有

する。 

（7）目に見える実践と成果を発信し、OECD ISN福

井クラスターやOECD ISN自体に新たな仲間を

誘う。 

（8）以上のねらいに即した取組を通じて、OECD ISN

の組織変革や思想転換・成長を促す。 

 

	 という、少なくとも 8 つのねらいを実現しようとし

た。もちろん、すべてのねらいが成し遂げられるわけ

ではないが、一つの実践プロセスに複数のねらいを編

み込むことが、私のプロセス・コンサルテーションの

さらなる原則である。実際に、本実践研究福井ラウン

ドテーブルでは、OECD ISN との協働によるクラスタ

ー間の実践交流、規模を拡張した児童生徒ポスターセ

ッションの開催、シンガポールとの国際協働Web会議

と参加者全員による議論の共有、ラウンドテーブルを

介した OECD ISNと他のコミュニティとの実践研究に

基づく多元多層の交流 を実現した（福井大学教職大学

院, 2016）。 

	 この実践研究福井ラウンドテーブル 2016 Spring 

Sessions が OECD ISN との協働によりいくつかの成果

をあげて幕を閉じ、3月に入っていよいよ 2016年度の

始まりが迫っていた。県立 3 高校が新学期に向けて

着々と準備を進める中で、私だけは一つの残された課

題の対応に苦慮していた。それは、保留されたままで

あった附属中学校の OECD ISN福井クラスターへの参

加である。2015年秋に参加を打診して依頼、学校長か

らの回答を得られないまますでに 2015 年度末を迎え

てしまった。 

	 この閉塞状況を打破するため、私は 2 つのチャンネ

ルから附属中学校にアプローチをかけてみることにし

た。第 1 のチャンネルは、実践研究福井ラウンドテー

ブル 2016 Spring Sessionsであった。実は、当ラウンド

テーブルの OECD ISN教員研修との共同開催セッショ

ンに位置づけた“Students’ Poster Session”に附属中学

校の生徒たちと先生方を招き、さらに“Students’ Poster 

Session”後に行ったシンガポール TJCとのWeb会議に

オーディエンスとして参加いただいたのである。特に

先生方に OECD ISNプロジェクトを実際に体験いただ

き、当プロジェクトへの理解と賛同を得ることで、ボ

トムアップに参加に向けた動きをつくっていただけれ

ばと考えたのである。 

	 第 2 のチャンネルは、附属中学校の研究推進を担う

ミドルリーダーの先生方が集まる「研究企画」という

組織である。私はこの研究企画に協働研究者としての

立場で毎回参加しており、先生方と附属中学校の研究

推進と実践のイノベーションについて常に話し合って

きた。そこで、実践研究福井ラウンドテーブル 2016 

Spring Sessionsが始まる前に、当研究企画の中で OECD 

ISN プロジェクトの概要を紹介する機会をいただき、

先生方と当プロジェクトのミッションとビジョンを共

有させていただいた。さらに、ラウンドテーブル後の

研究企画終了後に、当校の荒川誠教頭先生とお話する

ことができ、その中で荒川教頭先生より、来年度から

の OECD ISN福井クラスターへの「協力可能性」を示

唆いただいた。残念ながら 2015年度中には附属中学校

の OECD ISN福井クラスターへの参加を実現できなか

ったのだが、この時期の状況打破に向けた無数の試み

がやがて実を結んでいくことになる。 

4. OECD ISN福井クラスターの「暁（あかつき）」に
おける実践研究とプロセス・コンサルテーション 

4-(1)始動と参画：福井クラスターの幕開け	

4-(1)-1	 福井クラスターの始動	

	 2016年 4月、ついに OECD ISN福井クラスターの幕

開けとなった。OECD ISN では、他クラスターが既に

2015年度から実践を進めていたため、福井クラスター

は 1 年遅れの実践のスタートとなる。他クラスターに

出遅れていることに少々の焦りはあったのだが、むし

ろ他クラスターの実践から事前に学ばせていただけた

からこそ、福井クラスターの実践研究の方向定位が明

確になったし、クラスター立ち上げまでに一定の時間

を確保できたからこそ、県立 3 高校との協議や相互理

解も進展することができた。これらの意味で、OECD 

ISN福井クラスターは OECD Education 2030研究プロ
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ジェクトを推進する上で最善の組織体制を確立できた

と言える。 

	 さて、OECD ISN 福井クラスターの県立 3 高校はそ

れぞれの学校内カリキュラムでプロジェクト学習を始

動していった。県立 3高校の OECD ISN研究プロジェ

クトに対応するプロジェクト学習の実践概要は表 2 の

通りである。なお、2016年度の各校の学校内カリキュ

ラムにおけるプロジェクト学習の展開については、各

校の「実践省察レポート」（OECD ISN福井クラスター, 

印刷中）にその詳細が記されるので、本稿では詳細を

論じない。以下、本稿では各校の実践を支援してきた

活動に焦点を絞って論を進めていく。 

	 県立 3 高校は概ね「総合的な学習の時間」をプロジ

ェクト学習の授業時間の中心にすえながら、羽水高校

は情報科を、若狭高校は情報科及び LTの時間を活用す

る。若狭高校ではさらに、プロジェクト学習を各教科

の学習に連動することを企図している。また県立 3 高

校はそれぞれ地域の「課題」や「資源」をプロジェク

ト学習の主題に設定し、地域課題の探索活動を通じて

その状況分析と把握、解決に向けた探究活動をプロジ

ェクト学習の展開の中にデザインする。なお、若狭高

校と敦賀高校は既存のカリキュラムでプロジェクト学

習を行ってきた経緯から、その運営組織も既に複数年

の経験を有していた。羽水高校は運営組織と学年の先

生方によってプロジェクト学習のカリキュラムを開発

しながらの船出であった。 

	 若狭高校では 2 月の実践研究福井ラウンドテーブル

2016 Spring Sessions での交流前後からシンガポール

TJCとの教員間の E-mailによる連絡を継続してくださ

り、5月 16日には理数探究科 2年生の生徒たちと TJC・

IP2“Green Science Curriculum”の生徒たち（14歳、中

学 2 年生）との Skype による交流学習が実現した。当

日の交流は、TJC 生徒による研究成果中間報告を若狭

高校・理数探究科 2 年生の生徒たちが聴き、助言や意

見を行うというシンプルな交流であった。ネットワー

クの接続不備や音声の不明瞭さで対話に困難が生じた

場面もあったが、若狭高校の先生方が分かりにくい発

話を通訳してくださり、生徒たちは真摯に TJC 生徒た

ちの報告を聴き、果敢に英語での質問と意見に挑戦し、

その生徒たちの姿がとても頼もしく素敵であった。の

ちにマイクロプラスティック研究で TJC 生徒と協働す

ることになる一人の女子生徒は「英語はまだまだ分か

らなかったけど面白かった！もっともっとこういう機

会で学びたい！」と力強く私に語ってくれた。OECD 

ISN 福井クラスターの国際協働連携も先生方と生徒た

ちとともに「始動」していったのである。 

4-(1)-2	 福井大学教育学部附属中学校の参画	

	 同じ 5 月半ば、私のもとに朗報が届いた。それは、

2016年度より附属中学校・副校長となられた牧田秀昭

先生からの連絡で、同校の OECD ISN福井クラスター

参画についての内々の連絡であった。附属中学校の参

画が実現すれば、県立 3 高校と附属中学校によるプロ

ジェクト学習と探究学習を基盤とした交流が実現でき

るし、附属中学校で長年蓄積してきた「学年プロジェ

クト」と呼ばれる 3 年間にわたって生徒たちが協働探

究を展開する稀有なプロジェクト学習の実践理論を

OECD ISN の枠組みを通して世界に発信できる。この

ような期待が一瞬で私の脳裏に思い浮かんだ。昨年度

末の無数の試みが、附属中学校の先生方によるご理解

と厚い支援によって実を結んだのである。 

	 5月 31日（火）には、福井県教育庁で「第 2回担当

者会議」も開いた。当会議では県立 3 校の実践状況を

表 2	 OECD	ISN 研究プロジェクトに対応する県立 3高校のプロジェクト学習の概要	

 
羽水高校	 敦賀高校	

若狭高校	
普通科	 海洋科学科	 理数探究科	 	 国際探究科	

	
PBL1	
主題	

地域課題解決 
「福井市役所
に提案！」 

環境・エネルギー
問題解決 

「敦高スタディ」 

 
地域資源に基づく課題を発見する 

	
授業	
時間	

 
総合的な学習
の時間 

情報科の一部 

 
総合的な学習の

時間 

総合的な学習
の時間、 

情報科、LT2、 
各教科 

1学年：総合的
な学習の時間 
2・3学年： 
水産科 

 
2・3学年： 
課題探究 

 
2・3学年： 
探究英語 
社会研究 

学年	
期間	

１学年/1年間 
（2学年次継続） 

１学年/1年間 
（2学年次継続） 

1学年/3年間 3学年/3年間 2・3学年/ 
2年間 

2・3学年/ 
2年間 

PBL	
運営組織	

ISN委員会 
副担任会 

企画研究室 
学年会 

SSH研究部 
教科会・学年会・学科（会） 

Note 1: PBLは「プロジェクト学習（Project Based Learning）」の略称。 
Note 2: LTは「ロングタイム（Long Time）」の略称。 
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共有いただき、担当者間で福井クラスターの実践と研

究の展望を語り合った。福井大学教職大学院からは、

実践研究を進めるための「実践省察レポート」の作成

を各校に提案させていただき、了承を得た。また、1

学期末に集約される「実践省察レポート」に基づき、

秋の WALS 2016（World Association of Lesson Study 

2016: 世界授業研究学会 2016年国際会議）及び日本教

育心理学会第 58 回総会での実践研究の成果発表を行

う旨も確認させていただき、了承いただいた。なお、

その後の協議から第 2 回担当者会議で導出された課題

として、（1）福井クラスターの実践と研究のビジョン

の共有、（2）福井クラスターの活動資金の獲得、（3）

福井クラスターの認知とオーソライズ（権威づけ）、の

3点の必要性が確認された。 

	 OECD ISN 福井クラスターが発展していくには、ど

れも乗り越え、解決していかなければならない課題で

ある。これらの課題に私たちは立ち向かっていくこと

になるのだが、このように担当者間で意見を闊達に示

し、問題状況を診断し、解決に向けたアイデアを議論

する場をつくることは非常に有益であった。 

	 ただし、このようなマネジメント会議はその参会者

とコーディネーターが開催の意義と目処を常に意識し

ておくことが必須である。この重大さを、まだこの時

の私は明確に認知しておらず、日々の多忙さもあいま

って、次の担当者会議を 12月まで開くことができなか

った。これが私のプロセス・コンサルテーションにと

っての大きな反省点である。担当者会議を 7 ヶ月間、

開催できなかったことで、この間の各校の状況は支援

側である福井県教育委員会と福井大学教職大学院だけ

でしか共有できず、さらに学校間で支援の濃淡が生ま

れてしまうことになった。したがって、問題分析と解

決を図るマネジメント・チームが率直に話し合える恒

久的な場をデザインすることが、私のプロセス・コン

サルテーションの原則の一つと言えるだろう。 

4-(2)獲得と進化：シン・福井クラスターの誕生	

4-(2)-1	 研究資金の獲得	

	 「第 2 回担当者会議」で課題となった活動資金につ

いて、事務局：福井大学教職大学院と共同事務局：福

井県教育委員会とでそれぞれ方策を練ることになった。 

	 私の方では、福井大学の「平成 28 年度	学長裁量経

費における研究推進支援（先端研究重点支援枠）」に対

して、福井大学教職大学院の柳澤昌一専攻長の助力を

いただき応募することにした。結果、幸運にも 6 月に

は当経費の申請が通り、OECD ISN 福井クラスターの

実践研究に活用可能な研究資金を得ることに成功した。

福井県教育委員会・学校教育政策課では、既に当年度

から 2 年間の予算請求を行っており、福井クラスター

校の教員の実践と研究に使用できる資金を獲得してく

ださった。両者の予算獲得が成功したことにより、

OECD ISN 福井クラスターの当面の活動資金が賄える

ことになった。 

	 このように、この時期は幸運にも予算獲得が成功し、

その予算でもって 2016年度の教員のOECD ISN研究会

参加費用やシンガポール渡航費用を支出することがで

きた。しかし、この予算は時限的な競争的獲得資金で

あるため、先を見越していかに恒常的な予算を維持・

獲得していくのかを勘案する必要が問題として残るこ

とになる。この予算問題に対する明確な解決策を私た

ちはまだ見出せていない。 

4-(2)-2	 シンカする福井クラスター	

	 OECD ISN福井クラスターにとって、2016年 6月か

ら 7 月末にかけては活動及び研究資金の獲得とともに、

実践や組織が発展し、拡張し、変革する多様な「シン

カ」の時期であった。 

	 まず、6月 15日〜17日かけて、かねてより計画・相

談していた NIE クリスチャン・リー氏とスーザン・チ

ュー氏の来日・来福が実現した。彼女たちには 6月 15

日に附属中学校を訪問いただき、同校の研究主題「探

究するコミュニティ」に基づく協働探究授業の参観、

ならびに、牧田副校長以下、附属中学校の先生方との

交流を行っていただいた。また、同日午後には両氏に

羽水高校を訪問いただいて英語科の授業参観と先生方

との交流を行っていただいた。この一連の両氏の訪問

により、附属中学校と羽水高校の先生方に OECD ISN

研究プロジェクトの国際協働連携を実感していただき、

これから始まる実際の連携に向けたイメージをもって

いただくことを私たちは願っていた。 

	 翌 16日には、クリスチャン・リー氏とスーザン・チ

ュー氏に福井大学教職大学院を訪問いただき、シンガ

ポール TJC でのプロジェクト学習の展開、NIE チーム

によるコンピテンシー・カリキュラム調査の概要に関

する情報提供をいただいた。私たちからも福井大学教

職大学院の学校支援・教師教育の取組を紹介し、さら

に「実践省察レポート」の方法論的概要も紹介した。

私たちは「実践省察レポート」をシンガポールのメン

バーにも執筆いただくことをリー氏に依頼し、リー氏

からはシンガポールの教員の職務状況からその難しさ
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が伝えられたものの、「実践省察レポート」の実践的か

つ研究的価値をご理解いただき、シンガポールでも執

筆に挑戦する可能性を探っていただくことになった。 

	 さらに 17日には両氏に若狭高校を訪問いただき、理

数探究科の課題研究の授業参観及び先生方と生徒たち

との交流を行っていただいた。特に、若狭高校は先行

して TJC との交流を推進していたことから、プロジェ

クト学習を基礎にした国際協働連携の実践を蓄積し始

めており、リー氏にとってはプロジェクト学習におけ

る生徒の学びの国際共有・交流の意義と価値を捉える

機会となったようで、両国の学校間・教師間・生徒間

の「パートナーシップと対話」がこれから進展してく

ことを期待されていた（Lee, 2016）。 

	 この NIE クリスチャン・リー氏とスーザン・チュー

氏の来福による直接交流は、OECD ISN 福井クラスタ

ーという組織にとっても国際協働連携を現実の実践と

して認識する貴重な機会となり、これから長期にわた

ってシンガポール NIEや TJCをはじめとした海外教育

機関との関わりが実際化し常態化していくことを予期

させ、そして覚悟させた。この意味で、OECD ISN 福

井クラスターの国際協働連携が、交渉段階から実践段

階へと「進化」したと言える。 

	 また、クリスチャン・リー氏とスーザン・チュー氏

による学校訪問を一つの契機として、附属中学校の

OECD ISN 福井クラスターへの参画が 7 月に正式決定

した。附属中学校の参画によって、これまで計画して

きた OECD ISN福井クラスターの組織が完成すること

になり、4 校間によるプロジェクト学習と教科の探究

学習の実践交流と知見共有が可能になる。この意味で、

OECD ISN 福井クラスターの組織がこれまでの旧態か

ら新たな完成態へと「進化」・「新化」したことになる。	  

	 なお、附属中学校の OECD ISN研究プロジェクトに

対応するプロジェクト学習の実践概要は表 3 の通りで

ある。附属中学校では「総合的な学習の時間」を中心

として学校行事をはじめとした特別活動を活用して

「学年プロジェクト」と呼ばれるプロジェクト学習を

3年間継続する。この「学年プロジェクト」の主題（テ

ーマ）は、1 学年の宿泊学習における学年全員の「合

意形成」による学年目標づくりの活動から始まり、1

学期中に生徒たち自身によってテーマが設定されてい

く。この設定テーマに基づいて、附属中学校の生徒た

ちは 3年間、協働的で探究的な学習を展開する。 

	 さて、7 月末は学校の 1 学期末である。すなわち、

この時期に各学校でプロジェクト学習の振り返りが行

われることになる。OECD ISN 福井クラスターでは、

県立 3 高校に「実践省察レポート」の執筆を依頼して

いたことから、この 1 学期の実践の振り返りが最初の

「実践省察レポート」に反映されることになる。県立

3 高校ともに、先生方は日々の教育実践で多忙を極め

ているため、「実践省察レポート」を「書く」という、

言わば「まとまった時間を有する活動」を依頼してい

たため、私は「もしかしたら先生方には『実践省察レ

ポート』を書いていただけないかもしれない」という

「不安」を抱いていた。しかし、ありがたいことに、

県立 3 高校すべてが「実践省察レポート」の初稿を学

校教育政策課宛に提出してくださった。先生方のご理

解とご協力のおかげで、「実践省察レポート」のこれか

らの蓄積が見込まれたとともに、「実践省察レポート」

の蓄積によって先生方の実践と生徒たちの学びの省察

が重層化され、カリキュラムとコンピテンシーの実践

ベースの協働分析が実現することになった。この意味

で、OECD ISN福井クラスターの実践研究がようやく、

「構想」から「本物」へと「真化」したのである。 

5. シン・OECD ISN福井クラスターの実践研究とプ
ロセス・コンサルテーション 

5-(1)発信と分析：福井クラスターの実践研究	

5-(1)-1	 チーム福井の実践研究の発信と分析	

	 2016年 8月 11日・12日の 2日間、国立オリンピッ

ク記念青少年総合センターで「OECD ISN 第 4 回教員

研修」が開催された。当研修には、羽水高校・ISN 事

務局の川崎直樹教諭と永田卓裕教諭、若狭高校の水谷

友梨教諭と山田繁教諭、敦賀高校の松田充弘教諭、附

属中学校の木下慶之教諭と島田裕美子教諭、そして私

の 8 名が参加することができた。OECD ISN 福井クラ

表 3	 OECD	ISN 研究プロジェクトに対応する	

	 	 	 附属中学校のプロジェクト学習の概要	

 
附属中学校	

	
PBL	
主題	

学年プロジェクト 
1学年：心理、2学年：テレビ、 
3学年：日本文化 （2016年度） 

授業	
時間	

総合的な学習の時間 
特別活動 

学年	
期間	

全学年 
（3年間継続） 

PBL	
運営組織	

各学年会 
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スターの全 4 校の担当者が一堂に介することができた

ことで、私たちは初めて「シン・OECD ISN 福井クラ

スター」のチームとして OECD ISNの研修に参加でき

た。そして、当研修初日の冒頭では各クラスターの進

捗報告があり、私も「シンカ」した OECD ISN 福井ク

ラスターについて紹介する機会をいただいた。 

	 当報告では「シン・福井クラスター」をテーマと

して、県立 3 高校と附属中学校のプロジェクト学習

の構造と実践の進捗を紹介し、さらに、各校の実践

の蓄積とそれに基づく「学びの物語」としての「実

践省察レポート」の分析によって以下を検討可能で

あることを示した。 

 

・	 問題・課題・主題の同定、設定過程の検証 

・	 生徒のコンピテンシー同定（認識／獲得／伸

張） 

・	 シン・カリキュラムの開発 

・	 シン・評価方法の開発 

・	 教師のマインドセット（変化／強化） 

・	 既存教科デザインに及ぼす影響（革新／改善） 

・	 教員研修（専門性開発）の高度化 

・	 学校組織と同僚性（発展／様態変化） 

 

	 この OECD ISN 福井クラスターの報告に対して、

OECD 教育スキル局シニア政策アナリストの田熊美

保氏より、福井クラスターの実践と研究の双方が

OECD Education2030プロジェクトによく適合し、さ

らに同プロジェクトのフェイズ 2 の研究課題：学び

のあり方、コンピテンシーの評価、教師のコンピテ

ンシー開発・方法にもアプローチしていることを高

評価いただいた。 

	 さらに OECD ISN チェアマンの鈴木寛氏より、

OECD ISN 福井クラスターの組織の卓越性を高評価

いただき、田熊氏と同様に Education2030プロジェク

ト・フェイズ 2 へのアプローチも奨励いただいた。

私たちはこれらの高評価と励ましを受け、OECD ISN 

福井クラスターの実践とその方向定位に自信を抱く

とともに、「実践省察レポート」の執筆と分析に向け

た活力を得ることできた。 

	 「OECD ISN第 4回教員研修」の初日はその後、政

策研究大学院大学・宮越浩子氏よりの東京大学 i.school

（イノベーションスクール）の事例紹介、OECDの田

熊氏、文部科学省初等中等教育局教科書企画官の村尾

崇氏、内閣府政策統括官（防災担当）付参事官の佐谷

説子氏によるパネルディスカッション「OECD日本イ

ノベーション教育ネットワークは何をめざすのか？ス

クールネットワークに期待される国際協働とは何か？」

が行われ、これらの議論を踏まえて参会者間で OECD 

ISNの活動に資する意見交換と協議がなされた。また、

夕食後には 2017年 8月に予定されているOECD ISN主

催の国際会議に向けた議論も行われ、全クラスターの

当事者による実り豊かで闊達な議論が展開した。 

	 国際会議については当日の OECD ISN本部の説明

ではまだ具体性に欠け、さらに、本部より提案され

た素案は「ある 1 つのコア・クラスターの学習過程

に他クラスターの追随を求める」という内容であり、

そのために議論が紛糾してしまった。しかし、この

協議によって、OECD ISN に集う人々が一堂に集う

場を通して各自の実践や信念や目標を理解し、共有

していくことになり、「私たち」という仲間意識や帰

属意識が醸成されていったと思う。この仲間意識や

帰属意識の醸成を図り、促していたのは、OECD ISN

チェアマンである鈴木氏であり、研究統括である秋

田教授である。鈴木氏と秋田教授が研修の節目節目

で私たちにかけてくださる言葉は本当に力強く温か

いものであった。 

	 しかし、「OECD ISN第 4回教員研修」2日目は、2015

年 8 月半ばに猪苗代で行われた「第 1 回教員研修」に

似たムードで始まった。まず、慶應義塾大学総合政策

学部准教授・井庭崇氏を招いての「アクティブ・ラー

ニング・パターンを用いたワークショップ」が唐突に

開かれたのである。「アクティブ・ラーニング・パター

ン」自体は非常に面白い学習・研修ツールなのだが、

当研修でこのワークショップを行う意義が不明瞭であ

り、さらに教師を対象としたワークショップの効果検

証を行う「実験」のようなニュアンスが語られ、OECD 

ISN のミッションとの違和感や前日の闊達な議論との

ギャップを私は強く感じてしまった。 

	 午後にはコア・クラスターによる研究会議が行われ、

クラスター毎の研究協議を踏まえての全体共有が促さ

れた。この場では、OECD ISN 福井クラスターとして

参加した 8 名が「チーム福井」として各校の実践と研

究の方向性を確認でき、その協議結果を踏まえて私か

ら全体に向けた研究方法の紹介を行った（図 2）。 

	 この紹介では、先生方による「実践省察レポート」

の執筆支援を「省察カンファレンス」により支える方

法、各学校の実践に即した研究課題の設定、実践と研

究の双方を公的に検証するラウンドテーブルという省
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察的機構の機能を示し、OECD ISN 福井クラスターが

共同生成的アクション・リサーチを行いながら「実践

の中の理論」の生成を目指す省察的実践研究を推し進

めることを表明した。その後、OECD ISN 本部事務局

や研究統括チームとの個別相談や情報共有を行い、

「OECD ISN第 4回教員研修」は幕を閉じた。 

	 この「OECD ISN第 4回教員研修」では、OECD ISN

福井クラスターが「チーム福井」として強固な同僚性

を築くことができ、さらに実践研究についても実践と

理論の根拠に基づいて明確に発信することができた等、

実り豊かな機会を得ることになった。ただし、OECD 

ISN プロジェクト自体については、開催まで 1 年を切

っている 2017年 8月の国際会議に向けて、OECD ISN

本部の担当者間で煮詰まってしまった議論を突破する

ための具体的なアイデアを捻り出すことが大きな課題

として残されていた。しかし、この残された大きな課

題について、その逼迫性を感じていたメンバーは少な

かったように思う。この状況は、国際会議の企画それ

自体がマネジメント・チームである OECD ISN本部の

担当者たちの手中に収まっている印象が色濃く感じら

れてしまい、コア・クラスターのメンバーがその企画

過程に果たして関与していいのかどうかが不明なため

に起きていた。私たち「チーム福井」はみな、この組

織構造とそれが引き起こす上意下達的な「モード」に

対する「疑問」や「危惧」や「危機」を強く感じてい

た。そこで私は、「OECD ISN第 4回教員研修」2日目

終了後すぐに初日の議論メモを振り返り、私が想像し

た国際会議の刷新イメージを確認した（図 3）。 

 
図 2	 OECD	ISN	福井クラスターの実践研究の概観	

 
図 3	 国際会議の議論メモ	
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	 OECD ISN 本部担当者による提案のアクティビティ

の主旨は「みんなで何か一つのものを作る」であり、

そこで「政策づくり」という案がだされたのだが、「つ

くる活動」だけでは国際会議には不足しており、コア・

クラスターのメンバーからも協議中に「すべての生徒

が活躍できること」や「クラスターの取組を発表する

場をつくること」が必要という意見が何度も示された。

また、秋田教授から、国際会議が全体としての「生成

の場」になる必要性も示され、この国際会議の企画運

営には当事者すべての「思惑」を加味した複雑なマネ

ジメントが必要であることが明らかとなった。以上の

意見を踏まえ、OECD ISN 本部担当者の「思い」も尊

重し、私は協議中に「すべての生徒が活躍できる」場

として「生徒ラウンドテーブル」を考案し、「クラスタ

ーの発表の場」や「生成の場」を勘案していくつかの

アクティビティの同時開催を構想した。そして「カサ

（傘）」となる国際会議全体の「テーマ」とそれに基づ

くアクティビティに思いを馳せていた。 

	 私はこのメモの振り返りから思考を整理し、図 4 に

示した 3 つのアクティビティを「柱」にした国際会議

の構成を作成した。私のアイデアでは、ラウンドテー

ブルもしくはナレッジフェアでまず生徒たちが集い、

互いの実践と学びを交流し共有する。そして、「カサ」

となるフォーラムで議論を収斂し、「2030 年を見据え

た学校教育のイノベーションの方向性」を定め、OECD 

ISN として共同宣言する、という流れである。このよ

うな構成にすることで、各クラスター及び各学校のプ

ロジェクト学習の展開とそこで学ぶ生徒たちそれぞれ

の学びの軌跡に即した国際会議への参加が可能になる。

また、生徒個々人がそれぞれ異なる学びの過程を報告

して自らの成長発達やアイデンティティの形成にそれ

を意味づけ、価値づけることも可能になる。さらに、

OECD ISN としての社会に向けた組織的な成果報告及

び宣言の発信も可能となる。 

	 このアイデアの原案は、8月 11日夕方の協議中に「チ

ーム福井」の中で示し意見をもらい、さらに図 4 に示

したアイデアを 12日夜のうちに若狭高校・渡邉教諭に

メール送付し意見をいただき、微調整したのちに秋田

教授と OECD ISN事務局の太田環氏に提出した。2017

年 5 月末現在、この国際会議は「生徒国際イノベーシ

ョンフォーラム 2017」という名称でアクティビティの

議論が進められている。実際に上記のアイデアがどの

ように実現するのか、あるいは実現しないのか、読み

手の方には次の実践記録を待っていただきたい。 

	 このように、活動状況の中で「危機」を見出した瞬

間には即座に問題を診断し改善策を示す、これはプロ

セス・コンサルテーションにおいては当然の行為であ

るがゆえに大事な原則の一つと言えるだろう。 

5-(1)-2	 教師の意識変化とプロジェクト学習の主題	

	 	 	 	 	設定過程の分析と検討	

	 「OECD ISN 第 4 回教員研修」が終わり、世間はお

盆休みを迎える中、私は 9月 3日・4日・5日にイギリ

 

図 4	 国際会議の構成とアクティビティに関する木村の原案	
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スのエクセター大学で開催される WALS 2016 での共

同研究発表と、10月 8日・9日・10日に香川県高松市

で開催される日本教育心理学会第 58 回総会の共同自

主シンポジウムに向けて「実践省察レポート」の分析

に明け暮れていた。 

	 WALS 2016での研究発表の題目は“Lesson studies on 

project based learning: Documentation and Assessment”と

設定されていたことから、私の報告は“documentation”

にあたる「実践省察レポートの方法論」と「その執筆

による教師の意識変化」を論題として構成した。特に

後者の点では、羽水高校・川崎教諭にご執筆いただい

た「実践省察レポート」を検討させていただき、プロ

ジェクト学習を推進する中で先生方の挑戦の物語を追

わせていただいた。川崎教諭には「実践省察レポート」

の執筆にあたり、学校でプロジェクト学習を実践され

た副担任の先生方へのインタビューも行っていただき、

「厚い記述」を担保いただいた。 

	 当日の報告では、羽水高校の実践とその記録から、

（1）プロジェクト学習をデザインすること自体が教師

を動かし、カリキュラムの知識に関する学習や社会的

ネットワークの構築を加速させる、（2）教師たちが素

朴に抱くプロジェクト学習の効果への「疑い」が、生

徒たちの協働的で専心的な学ぶ姿の発現（パファーマ

ンス）によって払拭・減退し、生徒への「信頼」とさ

らなる実践への「挑戦意識」が芽生える、の 2 知見が

導出されたことを示した（Murase, Sakamoto, Kimura, Lee, 

Tokito & Komura, 2016）。本報告を踏まえての議論では、

実践の「記述（documentation）」が教師の省察と専門性

開発に確実に関与すること、そしてその記述分析が教

師の意識変化を捉える一つの手法であることが確認さ

れ、OECD ISN 福井クラスターの実践研究の推進に

WALSメンバーからもエールが送られた。 

	 日本教育心理学会第 58 回総会での共同自主シンポ

ジウムは「PBL における問題同定と理解深化：生徒は

いかにして問題を“発見”するのか」をテーマとしてい

たことから、私は OECD ISN 福井クラスター4 校の実

践から「プロジェクト学習における主題設定」について

検討することにした。この分析ではまず、各校の「実

践省察レポート」から、いかにしてプロジェクト学習

の「主題」が各校で設定されるのか、その「主題設定」

に至るプロセスでいかなる学習及び活動がデザインさ

れるのか、を分析した。 

	 私は分析過程の初期段階で 4 校の「主題設定」のプ

ロセスが異なることを見出したことから、「主題設定」

の「所与性（アプリオリ）」と「帰納性（アポステリオ

リ）」の観点で実践の検討を試みた。しかし、この分析

過程で私は 4 校の「主題設定」の比較分析を試行して

しまったために、「『主題設定』の『帰納性』が高い方

が生徒の学習意欲が高まり持続し易い」という思考の

バイアスに囚われてしまい、さらに、私自身がすべて

の学校のプロジェクト学習の実践を十全に理解できて

おらず、分析がそれ以上進まないという袋小路に迷い

込んでしまった。 

	 共同自主シンポジウムを翌日に控えた 10月 8日、私

は高松に移動するために福井駅に向かう中、まだ分析

の袋小路から抜け出せていなかった。私はこの袋小路

を抜け出すために、学科によって多様なプロジェクト

学習を展開している若狭高校の実践をより深く理解す

る必要があると考え、意を決し、中途半端な分析結果

だけで作成した報告スライドを恥ずかしながら同校の

渡邉教諭にメール送付させていただき、若狭高校の実

践の詳細を教えていただくのと、分析の迷いについて

の相談をさせていただいた。 

	 当日は土曜日でお休みの中、渡邉教諭は私の相談に

真摯に乗ってくださり、私は福井から高松への移動中

に渡邉教諭とメールでやりとりさせていただいた。そ

の中で渡邉教諭は、若狭高校の実践の詳細を教えてく

ださるとともに、学科毎に異なる「主題設定」の過程

と、若狭高校で大事にされている生徒の「課題設定能

力」の育成について、その詳細を教えてくださった。

そして、渡邉教諭とメールでお話する中で、プロジェ

クト学習の「主題設定」の「所与性」と「帰納性」の

程度が論題なのではなく、所与的でも帰納的でも「主

題設定」の過程でいかに生徒の学びを支え促すのか、

そこでの学習のデザインと教師の関与が論題になるこ

とが次第に明らかになってきた。 

	 私は移動の車中で渡邉教諭とメールでやりとりしな

がら、瀬戸大橋の橋上あたりで分析スライドの再構成

を終え、再度、渡邉教諭に見ていただいた。そして、

高松の琴電琴平線に乗り込んだ頃、渡邉教諭からスラ

イドに対する「お墨付き」のお返事をいただいた。渡

邉教諭にはこの日、約 5 時間もメールでの相談協議に

付き合っていただき感謝するばかりである。 

	 翌日の報告では、OECD ISN福井クラスター4校のプ

ロジェクト学習のデザインと「実践省察レポート」の

分析から、（1）プロジェクト学習の主題や準主題の所

与性が高い場合、生徒たちの既有知識の確認、主題に

関わる知識増強、外部刺激、未知との遭遇等によって、
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生徒たちの関心や自律性を高めるための様々な工夫が

行われ、これらがプロジェクト学習の問題同定や課題

設定に影響を及ぼす、（2）プロジェクト学習の主題や

準主題の帰納性が高い場合、生徒−教師間の綿密な相互

作用と交渉、生徒リーダーシップの育成、長期の探究

期間の保証等によって、生徒たちの探究目標の方向定

位と調整、関心や自律性を継続するための様々な工夫

が行われ、これらが探究活動の成否に影響を及ぼす、

の 2 知見が導出されたことを示した（村瀬・益川・木

村・坂本・白水・秋田, 2016）。当日の協議では深く検

討できなかったのだが、上記の知見はプロジェクト学

習を学校内でデザインし実践していく上で参照可能な

「デザイン原則」の同定に結びつくものとなった。 

	 以上のように、私は OECD ISN福井クラスターの実

践を支えるプロセス・コンサルテーションとクラスタ

ー自体のマネジメントに関与しながら、実践研究を学

校と先生方と協働推進していくという二重三重の役割

を担うことになっている。この役割の重層性が一方で

は OECD ISNの取組と福井クラスター内の取組に対す

る十全的な理解と専心を促すのだが、他方では私の大

学院における教育・研究という本務や他の外部依頼業

務も相まって恒常的な多忙を生み出すことになってい

た。OECD ISN プロジェクトは私自身にとって楽しく

面白く有益な活動なので「多忙感」や暗い情動（dark 

emotions）は生じないのだが、それでも各種対応に遅れ

が生じることがこの時期に何度か起きてしまい、焦り

や困惑や苦しみや悔いといった自己意識情動が私によ

く生じていた。すなわち、私を含めた OECD ISN福井

クラスターというコミュニティと組織におけるマネジ

メントのあり方を改善し洗練していてくことがこれか

らの課題として明確化してきたのである。 

5-(2)羅針と結束：福井クラスターの挑戦	

5-(2)-1	 OECD	Education	2030	ラーニング・コンパス	

	 	 	 	 	が示す福井クラスターの目指す先	

	 2016年 12月 10日・11日、大阪の関西学院大学梅田

キャンパスにて、「ISN 2016冬の研究会」5が開かれた。

初日には、OECD で検討している DeSeCo キー・コン

ピテンシー2.0の素案が示され、さらに、学校等で学習

をデザインするための指針となる「ラーニング・コン

パス」の素案も提示された。この「ラーニング・コン

パス」はまだ未成熟であり、ちょうど 1 年前に開かれ

た“Research Review Meeting”翌日の「第 18 回 OECD 

Japan セミナー」で示された「認知的、社会的、情動

的、身体的、メタ的コンピテンシー」の枠組みは後退

し、「知識、スキル、態度・価値」という 3カテゴリー

にあらゆるコンピテンシー群を押し込みつつ、重要な

コンピテンシー（キー・コンピテンシー）を際立たせ

る構造となっていた。 

	 これは、コンピテンシー分析の難しさを示す一方で、

国家や地域、そして学校に応じたキー・コンピテンシ

ーの設定可能性を示唆していた。つまり、OECD ISN

福井クラスターの各学校がそれぞれの文脈を大事にし

ながらコンピテンシーの検討とカリキュラム・イノベ

ーションを推進できることを予見させたのである。「ラ

ーニング・コンパス」はまさに羅針盤として、OECD ISN

福井クラスターの学習と実践の方向性を示してくれた

のである。 

	 翌 11日には、附属中学校の木下教諭、島田教諭、松

田ひとみ教諭、羽水高校の川崎教諭、それから若狭高

校の小坂康之教諭も本研究会に駆けつけてくださり、

この日も「チーム福井」として、「プロジェクト学習の

ガイドライン」に関する協議を行うことができた。特

に、松田教諭や小坂教諭が新たに研究会に参加してく

ださったことで、OECD ISN 福井クラスターが各校の

多くの先生方に認知され、アクティブ・メンバーが次

第に増え、コア・メンバーが成長し、組織・コミュニ

ティとして拡張・発展していくことも実感できた。 

5-(2)-2	 福井クラスターの結束	

	 「ISN 2016冬の研究会」により OECD Education 2030

プロジェクトの全容がようやくつかめ、これまでの実

践から OECD ISN福井クラスターがチームとして機能

してきたことを踏まえ、2016年 12月 27日に福井大学

文京キャンパスにて「第 3回担当者会議」を開催した、

ここでは、各校の実践・研究の展開状況、OECD 

Education 2030 と ISN と福井クラスターの研究の連動

性、実践・研究のプロダクトと発信、の 3 点について

確認した。特に私からは、OECD ISNは OECD Education 

2030研究プロジェクトのフェイズ 1に呼応して活動し

ている組織だが、福井クラスターとしてはフェイズ 1

とフェイズ 2を統合して 2017年度以降も長期的に実践

研究を継続可能であるというビジョンを提案させてい

ただいた。この時点ではまだ、OECD ISN 本部はフェ

イズ 2 への呼応を表明していないが、福井クラスター

としては内外に OECD ISNの枠組みを活用した実践研

究の継続を表明することが、今後のコミュニティの持

続的な発展を促すし、また、OECD ISN 本部による活

動の継続を促すことができるのではと考えた。 
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	 また、「ISN2016 冬の研究会」から国際会議「生徒

国際イノベーションフォーラム 2017」の検討が本格化

したことから、当フォーラムに向けた私のアイデアも

当担当者会議で表明し、福井クラスターとして共有さ

せていただいた。特に、私が示した生徒ラウンドテー

ブルについては、OECD ISN 本部や他クラスターのメ

ンバーにはその内実をイメージしにくく、ラウンドテ

ーブルで何をねらうのかが十分に理解されない可能性

があった（実際にそうだった）ため、生徒ラウンドテ

ーブルを実現するには、福井クラスターとしての先生

方の協力が不可欠であった。この私の思いとねらいに

ついて、担当者会議のメンバーはご理解くださり、協

力いただける旨を表明してくださった。 

	 なお、翌 2017年 1月 27日にも「第 4回担当者会議」

を開催し、各校の実践・研究の展開状況の共有をはじ

めとした協議を行い、引き続き担当者間での情報共有、

意見交換、OECD ISN 本部よりの依頼対応等の確認を

行った。なお、この「第 4 回担当者会議」に私は高熱

を出したため参加していないが、福井大学教職大学院

の松田通彦客員教授が参加してくださり、会議での協

議を進めてくださった。実は、松田客員教授には「第

1 回担当者会議」から一緒にご参加いただき、高校教

師としての、高校管理職としての、そして教育委員会

企画幹としての多彩な実践と経験から OECD ISN福井

クラスターの活動にご助力いただいている。松田客員

教授の学校や教育委員会に対する鋭くかつ温かいご助

言やご意見なしでは、OECD ISN 福井クラスターがチ

ームとしてまとまってくことが困難だっただろう。松

田客員教授はまさに、福井クラスターの実践と研究を

バックアップしてくださる「代えられない/代え難い」

コア・メンバーのお一人である。 

	 話を元に戻そう。「第 3 回担当者会議」の翌々日の

12 月 29 日、国立オリンピック記念青少年総合センタ

ーにて国際会議「生徒国際イノベーションフォーラム

2017」に向けた準備委員会が開かれ、若狭高校・小坂

教諭と私の 2 名で参加した。本会には、各クラスター

担当者、ローカル・リサーチャーに加えて、東北クラ

スターに属する福島県立ふたば未来学園高校の生徒多

数（20 名前後）、和歌山クラスターの和歌山県立日高

高校の生徒数名、OECD 東北スクールを経験した大学

生数名等が集まり、準備委員会の発足が盛大に宣言さ

れた。 

	 本筋ではないのだが、この会で福井クラスターとし

ての底力を発揮した一つのエピソードがある。実は、

この準備委員会の最初に「各クラスターの実践紹介」

が企画されており、事前のメール案内でもこの紹介に

向けた準備の依頼がされていたのだが、私はメールを

よく確認しないまま会場に赴いてしまったのだ。準備

委員会が始まり、司会の太田氏から「東北クラスター

から紹介をお願いします」と声があがって初めて私は

事態を把握したのである。東北クラスターからは高校

生たちが登壇し、彼ら／彼女らはスクールで学んでき

た過程を紹介していった。 

	 どうやら福井クラスターの順番は 4 番目だったので、

私はすぐにノートパソコンを開き、これまで作成して

きたプレゼン資料から OECD ISN福井クラスターの組

織と概要を紹介する素材を整理し始めた。OECD ISN

福井クラスターの概要の紹介は可能であった。しかし、

東北クラスターの生徒たちのように実践と学びを生き

生きと紹介することは私にはできない。「どうしようか」

と数秒迷い、左横に目を向けると、隣に座っていた若

狭高校・小坂教諭も既にノートパソコンを取り出して

いて、私にニコリと微笑みかけてくださった。私は小

坂教諭に「いけますか？」と尋ねると、小坂教諭は「も

ちろん！」と力強く応え、小坂教諭はアメリカのサイ

エンス系の学会で報告された鮮やかな色彩のスライド

を見せてくださった。そのスライドには、若狭高校・

海洋科学科の探究学習の歴史と実践、理数探究科のマ

イクロプラスティック研究チームの学習・研究過程が

収められていた。私と小坂教諭はすぐに互いのプレゼ

ン資料を共有し、クラスター紹介のストーリーをまと

めていった。その頃、和歌山クラスターも和歌山県立

日高高校の生徒たちが登壇し、彼ら／彼女らがこれま

で学んできた過程を含めてクラスター紹介を行なって

いた。そしてついに、福井クラスターの順番となった。 

	 私は参会者の方々に「クラスター紹介を失念してい

て今さっきスライドをつくった」と明かした上で、「東

北や和歌山の生徒さんたちのように実践と学びを生き

生きと紹介はできないけれども、私と若狭高校の小坂

先生とでいま即興的に行ったコラボレーションによる

クラスター紹介をお楽しみください」と言って報告を

始めた。まず私から、OECD ISN 福井クラスターの組

織と実践の概要を紹介し、続けて小坂教諭が若狭高校

の探究学習の歴史と実践を紹介してくださった。小坂

教諭の報告はとても明瞭で、スライドも美しく、そし

て、若狭高校の生徒たちの探究が眼に浮かぶほど実践

的な報告であった。今ではよく覚えていないけれども、

会場からは少なからずの拍手と賞賛をいただけたよう
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に思う。小坂教諭と私による協働、それも即興性に満

ち溢れた協働によって「この場を上手に乗り切った」

のである。このような即興的な協働ができるのも、福

井クラスターが「チーム」として前向きに力強く「結

束」しているからこそである。 

	 もう一度、話を元に戻そう。準備委員会ではクラス

ター紹介後に国際会議の主旨や活動の具体的アイデア

を検討することになったのだが、まず多数の高校生を

含めて参加者がおそらく 80名以上いたことから、何か

を意思決定するにはあまりにも参加人数が多過ぎ、実

際に生産性ある議論にならなかった。また、12月初旬

の「ISN冬の研究会」で国際会議の初提案をしてから 2

週間程度とまだ日が浅かったことから、当国際会議を

主導する ISN 本部担当者たちの思考とアイデアは十分

に整理・推敲できていたとは言い難く、参会者、つま

り準備委員会のメンバーに対する明確な議題提案がで

きていなかった。そのため、国際会議全体のコンセプ

トが不明のまま、「こんな活動はどうか」といったその

場の思いつきの提案まで出てしまい、参加者のほとん

どはいくつか出される提案に対して、その良し悪しや

国際会議との適合性を判断できない状況に陥っていた。 

	 ただし幸いなことに、太田氏が当日の資料に私のア

イデア（図 4）を反映させた文書（国際会議の活動案）

を組み込んでくださっていたことから、太田氏による

求めも受けて福井クラスターとしての提案を報告させ

ていただいた。5 分程度の短い報告時間だったので、

生徒ラウンドテーブル、ナレッジフェアによる多様な

アクティビティの保証、パネル・ディスカションと共

同宣言、の 3 本柱の全てを十分に説明できなかったの

だが、私の報告を多くの高校生たちが真剣に聴いてく

れて、何人かがその詳細について質問してくれた。ま

た、会議終了後にちょうど私たちの右隣に座っていた

和歌山クラスターの高校生たちに「ラウンドテーブル

で自分たちの学びについて話してみたくない？」と尋

ねたところ、彼女たちは大きな笑顔で力強く「話して

みたい！」と応えてくれた。私の提案のすべてが OECD 

ISN 本部担当者や国際会議の中心メンバーに受け入れ

られるわけではないが、私は和歌山クラスターの高校

生たちの温かく真摯な応答を聴いて、「なんとか生徒ラ

ウンドテーブルだけは OECD ISNに関わる中高生たち

のために実現してあげたい」と強く思った。 

	 この経験は、これまでの OECD ISN福井クラスター

の活動の中で、少ないながらも私が経験した生徒たち

との邂逅を思い出させ、その価値を気づかせてくれた。

私のプロセス・コンサルテーションに直接関わるのは、

福井県の学校と先生方、そして OECD ISN本部である

のだが、その先に「最も大事な生徒たちがいるのだ」

ということを改めて実感したのである。この実感が、

ここまでのところで同定できた私のプロセス・コンサ

ルテーションの最後の原則である。すなわち、プロセ

ス・コンサルテーションの先にいる私たちの最も大切

なクライアントを常に意識せよ、という原則である。 

	 OECD ISN福井クラスターはその後、築き上げた「結

束」に基づいて 1 年目の実践を推し進めていった。各

学校ではプロジェクト学習の年度末の表現活動として

ポスター発表や研究発表が行われ、私は 2017 年 3 月

14日に羽水高校で開かれた「PBL成果発表会」に伺う

ことができた。そこで、羽水高校 1 学年全生徒の１年

目の挑戦を聴かせていただき、高校生たちが真摯に、

一生懸命に学び、多様な能力を獲得し、伸長し、認識

していく実際を目の当たりにさせていただいた。 

	 国際会議「生徒国際イノベーションフォーラム 2017」

については若狭高校・渡邉教諭の協力を仰ぎ、準備委

員会のメンバーに生徒ラウンドテーブルの意義と価値

を繰り返し説明し、最終的には生徒ラウンドテーブル

の実施について、OECD ISN 本部ならびにボード・メ

ンバーに承諾いただけることになった。 

	 また、年度末の 3月初旬と下旬に OECD ISN福井ク

ラスターとしてシンガポールを訪問し、3 月初旬の第

一陣は NIE・クリスチャン・リー氏との研究協議及び

附属中学校及び羽水高校との国際協働連携を目指す新

たな連携校の開拓を行い、3 月下旬の第二陣は、若狭

高校・理数探究科の教員 2 名と生徒 3 名とともに渡星

し、TJC 生徒とのマイクロプラスティック研究を基軸

とした国際交流・協働学習を実施した。また、この時

に若狭高校と TJC とのさらなる協働を推進するための

方策を当事者同士で協議した。 

	 そして、2017年 3月 25日には東京で「ISN研究会」

が再度開催され、OECD ISNのこれまでの実践から「プ

ロジェクト学習のガイドライン」作成提案が明示され、

「デザイン原則」という視点から各クラスターで実践

を集約することが依頼された。本稿執筆現在、「OECD 

ISN 福井クラスターのデザイン原則」の執筆は最終局

面を迎えつつある。私がいま書いている本原稿もまた、

「OECD ISN 福井クラスターのデザイン原則」の一部

に組み込む予定である。 
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6. OECD ISN福井クラスターのプロセス・コンサル
テーションの原則とこれからの実践 

	 本稿では、2015年 3月半ばから 2017年 3月末の約 2

年間にわたる OECD ISN福井クラスターの構築過程と

実践過程を省察し、そこで本クラスターの「ローカル・

リサーチャー」であり同時に「統括責任者」である私

がいかにしてプロセス・コンサルテーションを行い、

学校と先生方、教育育員会と大学院の同僚と協働して

組織マネジメントの実践と OECD Education 2030に応

答した実践研究を推進してきたのかを検討した。 

	 その結果、OECD ISN の枠組みに基づく中等教育の

カリキュラム・イノベーションを支える私のプロセ

ス・コンサルテーションは、図 5に示したように OECD 

ISN福井クラスターの学校・教師と OECD ISN本部と

いう 2 側面への支援を同時に行いながら、さらにその

先にある生徒たちの学びの支援とコンピテンシー涵養

を意識した実践であることが明らかとなった。ただし、

私が行ってきたプロセス・コンサルテーションにおい

て応答的に（responsible：十全な責任をもって）支援に

あたるのは OECD ISN福井クラスターに属する学校と

先生方と生徒たちであり、OECD ISN 本部は直接的と

は言え先方による明確な援助要請はないことから提案

的な支援に留まる。しかし、OECD ISN 本部へのマネ

ジメント提言やアイデア提示を行わない限り、OECD 

ISN 福井クラスターに襲いかかる「危機」を回避した

り、十全な支援を達成したりすることはできない。し

たがって私は、このような二重三重のプロセス・コン

サルテーションを展開してきたのである。 

	 そして、OECD ISN 福井クラスターの約 2 年間にわ

たる初期マネジメントにおけるプロセス・コンサルテ

ーションを省察したことで、以下 7 点の原則が示され

た。 

 

原則１	 参加するすべてのメンバーの平等性と協働

性を岩盤として実践を運営する	

原則２	 コーディネーターチームを打ち立て実践の

躍動と連動を支えること	

原則３	 多様な「思惑」への理解と方向定位を提案

する「思いのマネジメント」を行う	

原則４	 一つの実践プロセスに複数のねらいを編み

込む	

原則５	 問題分析と解決を図るマネジメント・チー

ムが率直に話し合える恒久的な場をデザイ

ンする	

原則６	 活動状況の中で「危機」を見出した瞬間に

は即座に問題を診断し改善策を示す	

原則７	 プロセス・コンサルテーションの先にいる

私たちの最も大切なクライアントを常に意

識せよ	

 

	 これら 7 つの原則は、OECD ISN 福井クラスターの

初期マネジメントだけでなく、これからのマネジメン

トにとっても大事な原則である。ただし、これからの

マネジメント全般に対して通底するさらなる原則も存

在するだろう。この点については、次のフェイズを省

察する実践記録で改めて検討する。 

 

図 5	 中等教育のカリキュラム・イノベーションを支えるプロセス・コンサルテーション	

福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
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	 次に、OECD ISN福井クラスターの 2017年 4月以降

の検討課題と展開について展望する。 

	 まず、OECD ISN 福井クラスターとしての 4 校の実

践が 2 年目を迎えることになる。学校によっては、1

学年で行ったプロジェクト学習における生徒たちの学

びと経験を活かして 2 学年のプロジェクト学習に結び

つけていくことが課題となる。また、1年間ではなく、

2年間・3年間とさらに長期にわたって継続するプロジ

ェクト学習をいかにデザインするのか、持続可能な組

織をいかにして学校内に打ち立てていくのか、これら

が学校の実践課題となるだろう。したがって、私たち

は、各校で 2016年度に行った実践が「イノベーション」

していくプロセスを共同生成的に検討していくことが

必要になる。 

	 また、2017 年 8 月 2 日・3 日・4 日に国際会議「生

徒国際イノベーションフォーラム 2017」が開催される

ことから、1 年目には実現できなかった福井クラスタ

ー内の生徒間交流を行うことが必須となる。この交流

をいかにデザインし実現するのかが、OECD ISN 福井

クラスターのマネジメント・チームが集う担当者会議

の議論とその質にかかっている。そして、OECD ISN

福井クラスター校の生徒たちを含めた OECD ISNに集

うすべての生徒たちにとって、意味と価値に満ち溢れ

たフォーラムを実現することが私たちの目標となる。 

	 そして、OECD Education 2030フェイズ１の研究課題

である「コンピテンシーの再検討」と「先進的で革新

的な学校カリキュラムの発見・開発」に対して、OECD 

ISN福井クラスターがいかなる発信と貢献をするのか、

その発信と貢献のためにいかなる実践研究を推進する

のかが極めて重要な論題である。この論題に向けて、

私たちは「実践省察レポート」をこれからも蓄積する

必要があるし、さらに、生徒たちが書く「実践省察レ

ポート」も本腰を入れて分析していく必要がある。ま

た、教師たちと生徒たちだけでなく、支援にあたる多

数のメンバー（教職大学院・教育委員会・教育総合研

究所の ISN担当者）もまた自らの「実践省察レポート」

を書き、支援やマネジメントの実践を省察していく必

要がある。OECD ISN 福井クラスターで創造していく

多様多層な「実践省察レポート」の完成形が、OECD 

Education 2030という枠組みを通して、福井と日本と世

界の教育をより良いものへと変えていく「道標」とな

るだろう。これが私たちの実践研究のミッションであ

る。私たちの挑戦はまだ始まったばかりだが、OECD 

ISN 福井クラスターが育んできた高度な協働性と即興

性と先進性が持続すれば、上記のミッションを成し遂

げることができるだろう。 

7. 「私」のコンピテンシーの獲得・伸長・認識 

	 最後に、この 2年間の OECD ISN福井クラスターの

マネジメントと学校支援のプロセス・コンサルテーシ

ョンを通して、先生方や生徒たちとともに、私自身も

いかなる能力を獲得し、伸長し、認識してきたのかを

述べておく必要があるだろう。そこで以下では、「専門

職の資本」（Hargreaves & Fullan, 2012））の枠組みを援

用して、私自身の実践の省察によって導出される能力

獲得・伸長・認識について言及し、本論を締めよう。 

	 なお、「専門職の資本」は、（1）人的資本：適正、心

構え、知識、スキル、（2）社会関係資本：信頼、協働、

責任共有、相互扶助、専門職のネットワーク、（3）意

思決定資本：自律的な判断、事例経験、不断の実践、

挑戦と伸張、省察、の 3 資本から成る。この 3 資本の

枠組みに基づいて以下、論を展開する。 

	 人的資本	 私にとって、OECD ISN プロジェクトへ

の関与は、世界規模の文脈で教育研究を考え推進して

いく心構えを育ててくれたと言える。シンガポールの

研究者や教師たちと研究交流や学校間交流交渉をした

り、OECDエキスパート・メンバーが集った“Research 

Review Meeting”や国際会議において実践研究の報告を

したりと、これら自ら欲した挑戦した経験から考え、

学んだことが私を世界へと導く一助となった。また、

これらの経験は当然、グローバル・コミュニケーショ

ンに必須の英語に関する私自身の知識やスキル（日常

会話のスキルだけでなく、プレゼンテーションや交渉

のスキルを含む）の獲得・伸長に大いに寄与した。も

ちろん、OECD ISN の一連の取組は、私自身のグロー

バル・コミュニケーションに関する知識とスキルがま

だ未熟であることを認識させてくれている。これから、

グローバルな教育研究者として私が成長していくため

には、この知識・スキルをもっともっと磨いていく必

要がある。 

	 知識面ではさらに、OECD ISN 福井クラスターをマ

ネジメントする立場から、まさに実践をしながらプロ

セス・コンサルテーションや思いのマネジメントを省

察し、これら組織論やマネジメントに関する知識理解

を深める（伸長する）ことができた。また、OECD ISN

福井クラスターのマネジメントは福井県教育委員会と

の協働を常とすることから、学校教育政策課・島田主
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任を始めとするたくさんのメンバーから、私にとって

はほとんど門外漢の領域である教育行政に関する知識

や実際を教わる（獲得する）ことができた。そして、

県立高校 3 校との協働から、高校におけるプロジェク

ト学習の展開の特徴とそこでの配慮点に関する理解を

深める（伸長する）こともできた。 

	 社会関係資本	 OECD ISNプロジェクトは世界各地、

そして日本全国の多様な実践者や研究者等とのネット

ワークを私に広げてくれた。本プロジェクトを通して

出会えた人々、結びついた関係の網の目は無数である。

この意味で、OECD	ISN 福井クラスターのマネジメント

と学校支援のプロセス・コンサルテーションは、私自

身の専門職のネットワークを拡張・伸長してくれた。 

	 また、この拡張・伸長した専門職のネットワークに

おいては、特に OECD	ISN 福井クラスター校の先生方と

の出会いと交流、そして新しい協働を得られたこと（獲

得できたこと）と信頼を深める（伸長する）ことがで

きたことが、私にとって最も大きな成果である。もし

も OECD ISN プロジェクトに関与しなければ、OECD 

ISN福井クラスター校の先生方との現在の交流、協働、

そして信頼関係は生まれなかったことだろう。先生方

と一緒に問題状況を診断し、解決し、挑戦的な実践に

携わっていけることが私にとって大きな幸せである。 

	 意思決定資本	 OECD ISNプロジェクトへの関与は、

私自身の「コミュニティのマネジメント」と「学校支

援のプロセス・コンサルテーション」の実践の蓄積（獲

得・伸長）に大いに寄与することになった。特に、「コ

ミュニティのマネジメント」については、OECD ISN

福井クラスターの「統括責任者」という立場でマネジ

メントの実践に携わることができ、そこでの困惑や苦

しみや迷い、そして喜びや楽しさや幸せを味わうこと

ができた。OECD ISN 福井クラスターのマネジメント

とプロセス・コンサルテーションの不断の実践を実現

し、継続できたことが私にとって大きな経験となった。 

	 また、OECD ISN 福井クラスターの実践研究の方法

として「実践省察レポート」を打ち立てたことが私自

身の「実践の省察」を促し、そして「省察」というメ

タ・コンピテンシーを伸長させた。OECD ISN 福井ク

ラスターのマネジメントと学校支援のプロセス・コン

サルテーションの実践は、その実践過程を記録し、何

度も重層的に振り返り、その意味と価値を捉えること

なしでは、実践のみのシングル・ループに陥り、その

妥当性や有効性が検証されないままになってしまう。

この意味で、先生方や生徒たちとともに、私も本稿で

ある「実践省察レポート」を執筆できたことが、私自

身の事例経験を豊かにし、そして、意味づけられ価値

づけられた経験とその省察が、まさに OECD ISN福井

クラスターのマネジメントと学校支援のプロセス・コ

ンサルテーション実践している中での私の自律的な判

断を支えてくれる。つまり、私の実践とそれを描く「実

践省察レポート」が、私自身の事例経験の獲得に寄与

し、自律的な判断能力の伸長に寄与した。そして、「実

践省察レポート」を書くという行為に包摂する、書き

手の「多様な能力の獲得・伸長・認識」促進機能を改

めて認識したのである。 

	 私は OECD ISN福井クラスターのマネジメントと学

校支援のプロセス・コンサルテーションを通して、以

上に挙げた「資本」を獲得し、伸長し、認識してきた

と考えている。そして、これから先も OECD ISNプロ

ジェクトは続いていく。個人も組織もさらに成長・発

展できるよう、私は OECD ISNと福井クラスターの多

くの仲間とともに支え合い、学び合い、実践を省察し

合い、実践を再構成し合っていく。 

 

 

注	

1	 OECD ISNは公共セクターゆえにそのミッションは公
共の利益への寄与にある。しかし、プロジェクトの規模

の大きさとその拡張の必要性ゆえに、OECD ISNはそこ
に参画する組織や個人の利益を刺激し、その結果、多様

な人々の多様な「思惑」が入り混じることになる。私も

記述したように「思惑」をもって関わっていくことにな

るが、私個人としてはやはりOECD ISNプロジェクトに
「面白さ」を感じたことが関与の決定的な引き金になっ

ている。「面白さ」という情動は、個人がその時々に有

する「目標」との関連性が高く、さらに未来期待度（状

況が自己の目標に沿うように変化するか否かの推察の

程度）が高いとき生じる。 NHK大河ドラマ『真田丸』
第7回で、真田昌幸（父）が真田信繁（息子）に述べた
ように、「面白くなくては、人は動かない」のである。 

2	「研究」という言葉や活動に対する先生方の反応は様々
であるが、特にネガティブな情動的反応には、20世紀の
心理学や社会学における「教育を対象とした研究」

（Elliot, 2007）が学校や教師に調査の負担を課しながら、
その成果表現が学校組織や教職生活の「問題暴露」に収

斂し、学校現場を疲弊させてしまったことが背景にある

と考えられる（佐藤, 1997）。また、教師はキャリアを重
ねる中で絶え間ない教育改革や学校改革による制度と

実践の変化の波にさらされ、変化に対してネガティブな

印象を抱く「変化シンドローム」（Hargreaves, 2003）に
苛まれるケースもあり、この変化シンドロームが研究に
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よりもたらされる「変化」を予感させ、ネガティブな情

動的反応の引き金となることもある。 
3 当時の学校長は、私の説明を受けて「学校で検討して回
答する」と返答したのだが、ついに回答をいただけない

まま2015年度末を迎えてしまった。 
4 この「ISN2016冬の研究会」から、本会はこれまでの「教
員研修」から「研究会」へと名称を変えた。この「研修」

から「研究」への変化は、OECD ISN本部内（少なくと
も研究統括チーム）の学校・教師・実践に対する関わり

方の変化を示唆するものであった。つまり、上意下達で

短期集中的な「研修」から協働的で長期持続的な「研究」

へのスタンスの転換である。名称変化の経緯について、

私は研究統括チームのEメール上のやりとりから把握
しており、OECD ISNの組織やコミュニティの発展が大
いに期待されて喜ばしいことであった。 
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